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1． はじめに 

 急傾斜地崩壊防止工事の設計に当たっては、多くの

都道府県においてボーリング等の各種地盤調査を行っ

ている。しかし、調査結果を施設設計に活かしている

事例は少なく、過去の統計値１）を使用していることが

多い。 

 本研究では、都道府県の急傾斜地対策事業担当者が

地盤調査を設計に活用しやすくなるよう、１打撃毎の

貫入深（Nd/drop 値）を計測することで表層の土層を

詳細に調査可能な SH 型貫入試験を用いた崩壊位置や

崩壊土砂量を推定するマニュアル案を作成した。

（「Nd/drop 値」の詳細については～を参照された

い。）また、実際の急傾斜地対策事業実施箇所で使用

し、留意点を整理した。 

 

2． 調査手法 

 過去の論文等で呼称がバラバラであった簡易貫入試

験や試験結果の単位を「SH 型貫入試験」および

「Nd/drop 値」に統一し、崩壊土砂量算出マニュアル

を作成した。 

⾧野県内の花崗岩地質の急傾斜事業実施箇所におい

て、SH 型貫入試験を実施した。土層区分指標２）を用

いて、得られた Nd/drop 値の下限値と波形から土層区

分を行った。検証のための調査地点としては、SH 型

貫入試験の妥当性が評価できるようにボーリングを実

施している現場を選定した。 

調査地点間隔の違いによる土層断面図の違いを検証

するために、調査地点間隔が広い場合と狭い場合でそ

れぞれ土層断面図を作成した。調査地点間隔は広い場

合が約 20m、狭い場合が約 10m と設定した。 

図―１ 尾根地形の比較事例 

図―２ 谷地形の比較事例 
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3． 結果および考察 

 尾根地形の事例（図―１上段）では、約 20m 間隔の

調査のみでは斜面全体の風化が進んでいると判断する

ことになる。しかし、中間点でも SH 型貫入試験を実

施すると、風化が進んでいるのは一部であったことが

判明した（図―１下段）。この事例では、SH 型貫入試

験を併用することで過大設計を避けることができる。 

谷地形の事例（図―２上段）では、調査地点間隔が

20m だと斜面中腹に堆積した表土を見逃してしまい過

少設計となる恐れがある。10m 間隔にすることで地表

の微地形だけでは判断できない土層構造を把握するこ

とが出来る（図―２下段）。 

谷地形と比べると尾根地形の方が全体的には堆積し

た風化土層が薄いが、やせ尾根などの場合には局所的

に風化している場合がある。 

 室内土槽実験から作成した土層区分指標に現地試験

の結果を加え、表―１とした。土層区分指標はマサ土

および風化花崗岩を室内で締固めたものを用いて作成

した。なお、実斜面においても花崗岩地質の斜面にお

いては Nd/drop 値の範囲は同程度となった。一方、堆

積岩地質の斜面においては全体的な傾向は指標と同様

であったが、Nd/drop 値の目安は若干異なっていた。

このため堆積岩地質の斜面の目安は別途定める必要が

ある。 

 

4． 調査頻度 

 調査測線の設定については、明瞭な尾根や谷がある

場合には局所的な風化や崩積土の堆積が見られるな

ど、周囲と著しく異なる土層断面となることがあるた

め、尾根や谷に調査測線を設定する必要がある。斜面

変化のない平衡斜面の場合には、20m 程度まで測線間

隔を広げても設計上大きな誤りとはならないと考えら

れる。 

ただし、平衡斜面であっても場所によって風化深度

が異なることがあるため、あまり測線間隔を広げすぎ

ると適切な土層構造の把握が難しくなる。現地踏査の

段階から測線間隔を意識する必要がある。 

 測線内の調査地点間隔は、尾根や谷の場合は 10m 程

度が望ましいが、平衡斜面の場合は 20m 程度まで広げ

ても良い。 

 

5． おわりに 

 Nd/drop 値は 10 以下であれば N 値とほぼ同程度だ

と言われており、SH 型貫入試験の結果を用いて土層

断面図を適切に作成できれば、待受け式擁壁工と法枠

工などの抑止工の設計を比較検討できる。 

 今後は、より使いやすくするために堆積岩地質の斜

面での Nd/drop 値の目安を整理していく必要がある。 
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表―１ 土層区分指標と現場試験結果 
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